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RX63T グループ 
MTU3 による A/D コンバータ起動の間引き 

要旨 
本アプリケーションノートは、RX63Tグループのマルチファンクションタイマパルスユニット 3（MTU3）

を使用した相補 PWM（Pulse Width Modulation）波形 3 相出力時における 12 ビット A/D コンバータ（S12ADB）
の遅延起動の設定について説明しています。本機能を使用することで、任意のタイミングで A/D 変換を行う

ことが可能となります。 

 

対象デバイス 
RX63Tグループ 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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1. 仕様 
本サンプルコードでは、MTU3 のチャネル 3、4（ch3、ch4）から相補 PWM 波形 3 相出力時、12 ビット

A/D コンバータを起動させ、その起動回数を複数回間引きます。以下に、本サンプルコードの仕様を示しま

す。 

 
• MTU3 ch3、ch4 は、デッドタイムのある 3 相の相補 PWM 波形を出力し、TIOC3A 端子から周期に同期し

たトグル出力をします。 
• 12 ビット A/D コンバータは、TCNT_4 のアップカウント時、TCNT_4 と TADCORA_4 のコンペアマッチ

で起動します。 
• 12 ビット A/D コンバータ起動回数は、ch3 のコンペアマッチ割り込み（TGIA3）割り込み間引きと連動し、

2 回間引きます。 
• 12 ビット A/D コンバータは、シングルモードで動作します。 
• 12 ビット A/D 変換結果は、12 ビット A/D 変換終了割り込みで内蔵 RAM に格納します。 
 
 

TDDR
H’0000

TADCORA_4

TGRA_3
TCDR

TCNT_3
TCNT_4

コンペアマッチ
割り込み

（TGIA3）

12ビットA/D
コンバータ起動

割り込み

処理

A/D
変換

割り込み

処理

A/D
変換

 

図1.1 使用例 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、表 2.1に示す条件で動作を確認しています。 

 
表2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン R5F563T6EDFM（RX63T グループ） 
動作周波数 • メインクロック: 16.0MHz 

• PLL: 192MHz (メインクロック 1 分周 12 逓倍) 
• システムクロック(ICLK): 96MHz (PLL 2 分周) 
• タイマモジュールクロック A (PCLKA): 96MHz (PLL 2 分周) 
• 周辺モジュールクロック B (PCLKB): 48MHz (PLL 4 分周) 
• S12AD 用モジュールクロック D (PCLKD): 48MHz (PLL 4 分周) 
• FlashIF クロック (FCLK): 48MHz (PLL4 分周) 

動作電圧 3.3V 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop Version 4.09.01.007 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 

RX Standard Toolchain Version 1.2.1.0 
コンパイルオプション 
（統合開発環境のデフォルト設定を使用しています） 

iodefine.h のバージョン 2.00 
エンディアン リトルエンディアン 
動作モード シングルチップモード 
プロセッサモード スーパバイザモード 
サンプルコードのバージョン Version 1.00 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX63T（製品型名：R0K50563TS000BE） 
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3. ハードウェア説明 

3.1 使用端子一覧 
表 3.1に使用端子と機能を示します。 

 
表3.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
P33/MTIOC3A 出力 PWM 出力に同期したトグル出力 
P71/MTIOC3B 出力 PWM 出力 1（正相波形） 
P74/MTIOC3D 出力 PWM 出力 1’（逆相波形） 
P72/MTIOC4A 出力 PWM 出力 2（正相波形） 
P75/MTIOC4C 出力 PWM 出力 2’（逆相波形） 
P73/MTIOC4B 出力 PWM 出力 3（正相波形） 
P76/MTIOC4D 出力 PWM 出力 3’（逆相波形） 
P40/AN000 入力 アナログ入力端子 
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4. ソフトウェア説明 

4.1 動作概要 

4.1.1 MTU3 による A/D コンバータ起動の間引き 
マルチファンクションタイマユニット 3（MTU3）の A/D 変換開始要求遅延機能と割り込み間引き機能の連

動により、12 ビット A/D コンバータ（S12ADB）を起動します。本サンプルコードでは、間引き回数を 2 回

に設定しています。 

1

TDDR
H’0000

TADCORA_4

TGRA_3
TCDR

TCNT_3

TCNT_4

TGFA_3
（割り込みフラグ）

TITCNT
（割り込み間引き

回数カウンタ）
0

TGRA_3コンペア

マッチ割り込み

要求をキャンセル

TRG4AN
（AD変換開始

要求信号）

1 2 0

TGRA_3コンペア

マッチでカウント

2回キャンセル後、

AD変換開始要求発生  

図4.1 MTU3 による A/D コンバータ起動の間引きの動作例 
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4.2 ファイル構成 
表 4.1にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイルの

うち、内容を変更していないファイルは除きます。 

 
表4.1 サンプルコードで使用するファイル 

ファイル名 概要 備考 
r_init_stop_module.h RX63T グループ 初期設定例のプログラム 詳細は RX63T グループ初期設

定例のアプリケーションノート

を参照してください。 
r_init_stop_module.c 
r_init_clock.h 
r_init_clock.c 
r_init_non_existent_po
rt.h 
r_init_non_existent_po
rt.c 
intprg.c ベクタ関数の定義 

TGIA3 割り込み、S12ADI 割り込み関数を追加 
 

main.c メイン処理、MTU3 初期設定、S12AD 初期設定、

ICU 初期設定、TGIA3 割り込み処理、S12ADI
割り込み処理 

 

 
 

4.3 オプション設定メモリ 
表 4.2にサンプルコードで使用するオプション設定メモリの状態を示します。必要に応じて、お客様のシス

テムに最適な値を設定してください。 

 
表4.2 サンプルコードで使用するオプション設定メモリ 

シンボル アドレス 設定値 内容 
OFS0 FFFF FF8Fh - FFFF FF8Ch FFFF FFFFh リセット後、IWDT は停止 

リセット後、WDT は停止 
OFS1 FFFF FF8Bh – FFFF FF88h FFFF FFFFh リセット後、電圧監視リセット 0 無効 
MDES(*1) FFFF FF83h – FFFF FF80h  

FFFF FFFFh 
FFFF FFF8h 

（シングルチップモード時） 
リトルエンディアン 
ビッグエンディアン 

【注】 *1 本サンプルコードの設定はリトルエンディアンです。エンディアンの切り替えは5.1 エンディアン

を参照ください。 
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4.4 定数一覧 
表 4.3にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 
表4.3 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
PWM_DEAD_TIME 12BFh デッドタイムを設定 
CARRIER_1_2CYCLE BB7Fh キャリア周期の 1/2 を設定 
PWM_DUTY3D 95FFh PWM1 のデューティ比を設定 
PWM_DUTY4C 707Fh PWM2 のデューティ比を設定 
PWM_DUTY4D 4AFFh PWM3 のデューティ比を設定 
AD_START 5DBFh 12 ビット A/D コンバータ開始タイミングを設定 
 
 

4.5 変数一覧 
表 4.4にstatic 型変数を示します。 

 
表4.4 static 型変数 

型 変数名 内容 使用関数 
uint16_t g_adc_data A/D 変換結果の格納 s12adi_interrupt 
uint16_t g_ad_start A/D 変換開始タイミング

（TADCOBRA_4 に設定） 
main、tgia3_interrupt 

uint16_t g_pwm_duty3d TIOC3D 端子から出力する PWM 波形

のデューティ（MTU3.TGRD に設定） 
uint16_t g_pwm_duty4c TIOC4C 端子から出力する PWM 波形

のデューティ（MTU4.TGRC に設定） 
uint16_t  g_pwm_duty4d TIOC4D 端子から出力する PWM 波形

のデューティ（MTU4.TGRD に設定） 
uint16_t g_dead_time デッドタイム（TDDRA に設定） 
uint16_t g_carrier_1_2cyc

le 
PWM キャリア周期の 1/2 
（TCBRA に設定） 

 
 

4.6 関数一覧 
表 4.5に関数を示します。 

 
表4.5 関数 

関数名 概要 
main メイン処理 
icu_init ICU 初期化関数 
mtu_init  MTU3 初期化関数 
s12ad_init S12AD 初期化関数 
mpc_init MPC 初期設定関数 
pmr_init PMR 初期設定関数 
tgia3_interrupt TGIA3 割り込み関数 
s12adi_interrupt 12 ビット A/D 変換終了割り込み関数 
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4.7 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

main 
概 要 メイン関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void main (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• モジュールストップ状態への遷移設定 
• 存在しないポートの初期化（64pin 版） 
• クロック設定 

（システムクロック（ICLK）、タイマモジュールクロック（PCLKA）、 
周辺モジュールクロック（PCLKB）、S12AD 用クロック（PCLKD）） 

• MTU3 初期化 
• S12AD 初期化 
• MPC 初期化 
• PMR 初期化 
• ICU 初期化 
• MTU3 のチャネル 3～4 をカウントスタート 

引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
icu_init 

概 要 ICU 初期化関数 
ヘッダ なし 
宣 言 static void icu_init (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• TGIA3 割り込み要求フラグをクリア 
• TGIA3 割り込みプライオリティを設定 
• TGIA3 割り込み許可設定 
• S12ADI 割り込み要求フラグをクリア 
• S12ADI 割り込みプライオリティを設定 
• S12ADI 割り込み許可設定 

引 数 なし  
リターン値 なし 
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mtu_init 

概 要 MTU3 初期化関数 
ヘッダ なし 
宣 言 static void mtu_init (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• MTU3 のモジュールスタンバイを解除 
• MTU3 のカウント動作停止 
• MTU3 チャネル 3、4 のカウンタクロックを設定 
• PWM 周期と PWM1～3 のデューティ比、キャリア周期、デッドタイムを設定 
• PWM 周期に同期したトグル出力の許可、出力レベルを設定 
• MTU3 チャネル 3、4 を相補 PWM モードに設定 
• PWM 波形出力の許可 

引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
s12ad_init 

概 要 S12AD 初期化関数 
ヘッダ なし 
宣 言 static void s12ad_init (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• S12AD のモジュールスタンバイを解除 
• A/D データレジスタに 12 ビット精度、右詰めで格納に設定 
• A/D 変換開始トリガを MTU4.TADCORA と MTU4.TCNT のコンペアマッチに設定 
• A/D サンプリングステートを設定 
• AN000 を A/D 変換対象に選択 
• 1 サイクルスキャンモードに設定 
• A/D 変換終了割り込みを許可 
• 同期、非同期トリガによる A/D 変換の開始を許可 

引 数 なし  
リターン値 なし 

備考 なし 
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mpc_s12ad_init 

概 要 S12AD 用 MPC 初期設定関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void mpc_s12ad_init(void) 
説 明 MPC で各端子を下記の機能に設定します。 

• P40 → AN000 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 

 
 
mpc_init 

概 要 MPC 初期設定関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void mpc_ init(void) 
説 明 MPC で各端子を下記の機能に設定します。 

• P76 → MTIOC4D 
• P75 → MTIOC4C 
• P74 → MTIOC3D 
• P73 → MTIOC4B 
• P72 → MTIOC4A 
• P71 → MTIOC3B 
• P40 → AN000 

引 数 なし  
リターン値 なし 

備考 なし 
 
 
pmr_init 

概 要 PMR 初期設定関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void pmr_init(void) 
説 明 PMR の初期設定を行います。 

• P76、P75、P74、P73、P72、P71、P40 を周辺機能として使用 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 
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tgia3_interrupt 

概 要 TGIA3 割り込み関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void tgia3_interrupt (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• コンペアマッチ要求フラグ（MTU3.TSR.TGFA）をクリア 
＜コンペアマッチ要求フラグ（MTU3.TSR.TGFA）がセット＞ 

・割り込み要求フラグ（IR）をセット 
 
• 各 PWM 出力のデューティ比を更新 
• A/D 変換開始タイミングを更新 

引 数 なし  
リターン値 なし 

備考 なし 
 
 
s12adi_interrupt 

概 要 S12ADI 割り込み関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void s12adi_interrupt (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• A/D 変換結果を RAM に格納 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備考 なし 
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4.8 フローチャート 

4.8.1 メイン関数 
図 4.2にメイン関数のフローチャートを示します。 

main

・システムクロック ICLK = 96MHz
・タイマモジュールクロック PCLKA = 96MHz
・周辺モジュールクロック PCLKB = 48MHz
・S12AD用クロック PCLKD = 48MHz

クロック初期設定
R_INIT_Clock()

存在しないポートの初期設定
R_INIT_NonExistentPort() ・存在しないポートの初期設定（64pin版）

RAMの初期化
相補PWMのデューティ比、キャリア周期、デッドタイム、

A/D変換開始タイミングを設定データを格納するRAM領域の初期化

モジュールスタンバイ

状態への遷移設定
R_INIT_module_stop()

・モジュールスタンバイ状態への遷移設定

MTU3初期化関数mtu_init

S12AD初期化関数s12ad_init

MPC初期設定関数mpc_init

PMR初期設定関数pmr_init

ICU初期化関数icu_init

MTU3のch3、ch4を
カウントスタート

MTU.TSTRAレジスタ ← C0h（OR論理）

CST4ビット = 1  :MTU4.TCNTはカウント動作

CST3ビット = 1  :MTU3.TCNTはカウント動作

 

図4.2 メイン関数 
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4.8.2 ICU 初期化関数 
図 4.3にICU 初期化関数のフローチャートを示します。 

icu_init

TGIA3割り込み要求

フラグをクリア

TGIA3割り込み

プライオリティを設定
IPR141レジスタ ← 01h : 割り込み優先レベルを1に設定

IR141レジスタ ← 00h

TGIA3割り込み許可
IER11レジスタ

IEN5ビット = 1         　：TGIA3割り込み許可

return

S12ADI割り込み要求

フラグをクリア

S12ADI割り込み

プライオリティを設定
IPR102レジスタ ← 01h : 割り込み優先レベルを1に設定

IR102レジスタ ← 00h

S12ADI割り込み許可
IER0Cレジスタ

IEN6ビット = 1         　：S12ADI割り込み許可

 

図4.3 ICU 初期化関数 
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4.8.3 MTU3 初期化関数 
図 4.4、図 4.5にMTU3 初期化関数 1、MTU3 初期化関数 2のフローチャートを示します。 

mtu_init

カウント動作停止

カウンタクロック、

カウンタクリア要因の選択
MTU3.TCRレジスタ ← 00h

CCLR[2:0]ビット = 000b  :TCNTのクリアを禁止

CKEG[1:0]ビット = 00b  :立ち上がりエッジでカウントに設定

TPSC[2:0]ビット = 000b  :タイマプリスケーラをPCLKA/1に設定

MTU4.TCRレジスタ ← 00h
CCLR[2:0]ビット = 000b  :TCNTのクリアを禁止

CKEG[1:0]ビット = 00b  :立ち上がりエッジでカウントに設定

TPSC[2:0]ビット = 000b  :タイマプリスケーラをPCLKA/1に設定

MTU.TSTRAレジスタ ← 00h
CST4ビット = 0   :MTU4.TCNTのカウント動作は停止

CST3ビット = 0   :MTU3.TCNTのカウント動作は停止

TGRの設定
MTU3.TGRBレジスタ ← g_pwm_duty3d   :PWMデューティを設定

MTU3.TGRDレジスタ ← g_pwm_duty3d   :PWMデューティを設定

MTU4.TGRAレジスタ ← g_pwm_duty4c   :PWMデューティを設定

MTU4.TGRCレジスタ ← g_pwm_duty4c   :PWMデューティを設定

MTU4.TGRBレジスタ ← g_pwm_duty4d   :PWMデューティを設定

MTU4.TGRDレジスタ ← g_pwm_duty4d   :PWMデューティを設定

TCNTの設定
MTU3.TCNTレジスタ ← PWM_DEAD_TIME   :デッドタイムを設定

MTU4.TCNTレジスタ ← 0000h

デッドタイム、

キャリア周期の設定
デッドタイムを設定

MTU.TDDRAレジスタ ← g_dead_time
キャリア周期の1/2を設定

MTU.TCDRAレジスタ ← g_carrier_1_2cycle
MTU.TCBRAレジスタ ← g_carrier_1_2cycle
キャリア周期の1/2にデッドタイムを加えた値を設定

MTU3.TGRAレジスタ ← g_carrier_1_2cycle + g_dead_time
MTU3.TGRCレジスタ ← g_carrier_1_2cycle + g_dead_time

1

プロテクトを解除

モジュールストップ解除
MSTPCRAレジスタ

MSTPA9ビット   ← 0 :MTU3のモジュールストップを解除

PRCRレジスタ ← A502h
PRC1ビット = 1  :消費電力低減機能関連レジスタへの

       書き込みを許可

プロテクトを設定
PRCRレジスタ ← A500h

PRC1ビット = 0   ：消費電力低減機能関連レジスタへの

       書き込みを禁止

 

図4.4 MTU3 初期化関数 1 
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1

PWM周期出力の許可、

PWM出力レベルの設定

TOCR1Aレジスタ ← 40h
PSYEビット = 0 :トグル出力を許可

TOCLビット = 0 :TOCSビット、OLSNビット、OLSPビットへの

  書き込み許可

TOCSビット = 0 :TOCR1Aの設定を有効にする

OLSNビット = 0 :初期出力Highレベル、

アクティブレベルLowレベル、

アップカウントのコンペアマッチ出力Highレベル、

ダウンカウントのコンペアマッチ出力Lowレベル

OLSPビット = 0 :初期出力Highレベル、

アクティブレベルLowレベル、

アップカウントのコンペアマッチ出力Lowレベル、

ダウンカウントのコンペアマッチ出力Highレベル

波形出力の許可
TOERAレジスタ ← FFh
 OE4Dビット = 1          :MTIOC4D端子出力を許可

 OE4Cビット = 1          :MTIOC4C端子出力を許可

 OE3Dビット = 1          :MTIOC3D端子出力を許可

 OE4Bビット = 1          :MTIOC4B端子出力を許可

 OE4Aビット = 1          :MTIOC4D端子出力を許可

 OE3Bビット = 1          :MTIOC3B端子出力を許可

TGIA3割り込み許可
MTU3.TIERレジスタ

TGIEAビット = 1

相補PWMモード設定
MTU3.TMDR1レジスタ ← 3Eh

BFEビット = 0            :MTU0.TGREとMTU0.TGRFは通常動作

BFBビット = 1            :TGRBとTGRDレジスタはバッファ動作

BFAビット = 1            :TGRAとTGRCレジスタはバッファ動作

MD[3:0]ビット = 1110b :相補PWMモード2（谷で転送）

A/D起動要求周期の設定
MTU4.TADCORAレジスタ   ← g_ad_start
MTU4.TADCOBRAレジスタ ← g_ad_start

・周期設定バッファレジスタ転送

タイミングを設定

・割り込み間引き機能との連動を

設定

・A/D変換開始要求ディレイド

機能の許可

MTU4.TADCRレジスタ   ← 8088h
BF[1:0]ビット = 10b :MTU4.TCNTの谷で周期設定バッファ

レジスタから周期設定レジスタへ転送する

UT4AEビット = 1  :MTU4.TCNTのアップカウント時に

A/D変換の開始要求（TRG4AN）を許可

ITA3AEビット = 1    :A/D変換の開始要求（TRG4AN）を

TGIA3割り込み間引き機能1と連動する

間引きモードの設定
TITMRAレジスタ

TITMビット = 0  :割り込み間引き機能1を選択

return

間引き回数の設定および許可
TITCR1Aレジスタ

T3ACOR[2:0]ビット = 010b  :TGIA3割り込みの間引き回数を

2回に設定

T3AENビット = 1   :TGIA3割り込みの間引きを許可

 

図4.5 MTU3 初期化関数 2 
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4.8.4 S12AD 初期化関数 
図 4.6にS12AD 初期化関数のフローチャートを示します。 

s12ad_init

A/D精度とフォーマットを設定

A/D開始トリガを設定
ADSTRGRレジスタ

TRSA[4:0]ビット = 01001b : A/D開始トリガをMTU4.TADCORAと
 MTU4.TCNTのコンペアマッチに設定

ADCERレジスタ

ADRFMTビット = 0  : A/Dデータレジスタのフォーマットを

  右詰めにする

ADPRC[1:0]ビット = 0 : A/Dデータレジスタに12ビット精度で

  格納する

スキャンモード、トリガ種別、

割り込みを設定

return

サンプリングステートを設定 ADSSTR0レジスタ ← 14h : サンプリング時間を20ステートに設定

A/D変換対象を選択 ADANSAレジスタ

ANSA[7:0]ビット = 00000001b :AN000を変換対象とする

ADCSRレジスタ

ADCS[1:0]ビット = 00b  :1サイクルスキャンモードを設定

ADIEビット = 1     :スキャン終了後のS12ADI割り込みの許可

TRGEビット = 0   :同期、非同期トリガによるA/D変換の

 開始を許可

EXTRGビット = 0    :同期トリガによるA/D変換の開始を選択

プロテクトを解除

モジュールストップ解除
MSTPCRAレジスタ

MSTPB24ビット ← 0 :S12AD制御部のモジュールストップを解除

MSTPB17ビット ← 0 :S12ADのモジュールストップを解除

PRCRレジスタ ← A502h
PRC1ビット = 1  :消費電力低減機能関連レジスタへの

       書き込みを許可

プロテクトを設定
PRCRレジスタ ← A500h

PRC1ビット = 0   ：消費電力低減機能関連レジスタへの

       書き込みを禁止

 

図4.6 S12AD 初期化関数 

 



RX63T グループ MTU3 による A/D コンバータ起動の間引き 

R01AN1414JJ0100  Rev.1.00  Page 17 of 21 
2014.05.14 

4.8.5 MPC 初期設定関数 
図 4.7にMPC 初期設定関数のフローチャートを示します。 

return

mpc_init

PWPRレジスタ       0WIビットをクリアした後、PFSWEビットをセット

B0WIビット ← 0
PFSWEビット ← 1

S12AD用MPCの設定 P40PFSレジスタ

ASELビット ← 1    ：P40端子→AN000端子に設定

PWPRレジスタ      PFSWEビットをクリアした後、B0WIビットをセット

PFSWEビット ← 0
B0WIビット ← 1

プロテクトを解除

プロテクトを設定

MTU3用MPCの設定 P76PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00001b ：P76端子→MTIOC4D端子に設定

P75PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00001b ：P75端子→MTIOC4C端子に設定

P74PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00001b ：P74端子→MTIOC3D端子に設定

P73PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00001b ：P73端子→MTIOC4B端子に設定

P72PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00001b ：P72端子→MTIOC4A端子に設定

P71PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00001b ：P71端子→MTIOC3B端子に設定

P33PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00001b ：P33端子→MTIOC3A端子に設定

 

図4.7 MPC 初期設定関数 

 

4.8.6 PMR 初期設定関数 
図 4.8にPMR 初期設定関数のフローチャートを示します。 

PMRの設定 PORT7.PMRレジスタ ← 7Eh   ：P76～P71端子を周辺機能端子として使用

PORT3.PMRレジスタ ← 08h　：P33端子を周辺機能端子として使用

pmr_init

return
 

図4.8 PMR 初期設定関数 
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4.8.7 TGIA3 割り込み関数 
図 4.9にTGIA3 割り込み関数のフローチャートを示します。 

tgia3_interrupt

return

コンペアマッチ発生？

デューティレジスタの更新

Yes

No
割り込み要求フラグをセット

TGRAのコンペアマッチフラグを

クリア
MTU3.TSRレジスタ

TGFAビット = 0　　：TGRAレジスタのコンペアマッチフラグをクリア

IR141レジスタ ← 01h

MTU3.TGRDレジスタの更新

MTU4.TGRCレジスタの更新

MTU4.TGRDレジスタの更新

※本サンプルコードでは、RAMに格納した固定値を設定し続けます

A/D変換開始要求周期の更新 MTU4.TADCOBRAレジスタの更新

 

図4.9 TGIA3 割り込み関数 

 

4.8.8 S12ADI 割り込み関数 
図 4.10にS12ADI 割り込み関数のフローチャートを示します。 

 

s12adi_interrupt

return

A/D変換結果をRAMに格納 g_adc_data ← ADDR0レジスタ

 

図4.10 S12ADI 割り込み関数 
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5. 注意事項 

5.1 エンディアン 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、リトルエンディアン/ビッグエンディアンの両方に対応し

ています。 

 

5.1.1 リトルエンディアン使用時 
リトルエンディアンで動作する場合は、コンパイラオプションのエンディアンの設定で “Little-endian デー

タ” を指定してください。4.3 オプション設定メモリの MDES はリトルエンディアンの値になります。 

 

5.1.2 ビッグエンディアン使用時 
ビッグエンディアンで動作する場合は、コンパイラオプションのエンディアンの設定で “Big-endian データ” 
を指定してください。4.3 オプション設定メモリの MDES はビッグエンディアンの値になります。 

 



RX63T グループ MTU3 による A/D コンバータ起動の間引き 

R01AN1414JJ0100  Rev.1.00  Page 20 of 21 
2014.05.14 

6. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 
 
 

7. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

RX63Tグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.2.00 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート／テクニカルニュース 

本アプリケーションノートでは、以下のテクニカルアップデートの内容を適用しています。 
 
発行番号 題名 
TN-RX*-A023A マルチファンクションタイマユニット3（MTU3）割り込みご使用時の注意事項 
 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
 
ユーザーズマニュアル：開発環境 

RX ファミリ C/C++コンパイラパッケージ V.1.01 ユーザーズマニュアル Rev.1.00（V.1.02 添付資料含む） 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
アプリケーションノート 

「RX63T グループ 初期設定例」Rev.1.00(R01AN1252JJ0100) 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/


 

A-1 

改訂記録 

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
1.00 2014.05.14 — 初版発行 
 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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